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■
世
界
に
広
が
る
交
流
の
輪
　

　

外
国
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と

は
、
多
文
化
共
生
の
心
を
育
む
と
と
も

に
、
自
身
の
視
野
を
広
げ
自
分
の
ま
ち

の
こ
と
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
機
会
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
と
都
市
が
長

年
交
流
を
続
け
る
こ
と
は
、
両
都
市
の

つ
な
が
り
や
絆
を
生
か
し
て
文
化
や
経

済
分
野
で
の
交
流
の
進
展
に
も
つ
な
が

り
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

東
近
江
市
は
現
在
、５
つ
の
都
市（
ア

メ
リ
カ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
、
カ
ナ
ダ
・

テ
ー
バ
ー
町
、
韓
国
・
場

ち
ゃ
ん
あ
む
み
ょ
ん

岩
面
、
中
国
・

常
徳
市
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
レ
ト
ビ
ッ

ク
市
）
と
国
際
交
流
を
、
１
つ
の
都
市

（
韓
国
・
統と

ん
よ
ん營
市
）
と
文
化
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
都
市
と
の
交
流
は
、
友

好
親
善
使
節
団
の
相
互
派
遣
を
中
心

に
、
ま
ち
同
士
、
市
民
の
皆
さ
ん
同
士

で
多
彩
な
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
・
テ
ー
バ
ー
町
と
の
交
流
で

は
、
中
学
生
が
友
好
親
善
使
節
団
員
と

な
り
相
互
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
９
月
21
日
か
ら
28
日
ま
で
の
８

日
間
、
市
内
の
中
学
生
９
人
を
含
む
12

人
の
友
好
親
善
使
節
団
が
テ
ー
バ
ー
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
テ
ー
バ
ー
町
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
や
、
現
地
の
中
学
校
生
活
に
触
れ
ま

し
た
。

永遠に続く、友好の絆永遠に続く、友好の絆
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■
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
と
の
交
流
　

　

東
近
江
市
の
国
際
交
流
の
中
で
最
も

歴
史
あ
る
の
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
と
の
交

流
で
す
。
昭
和
54
年
に
旧
八
日
市
市
が

姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

友
好
親
善
使
節
団
の
相
互
派
遣
や
市

民
交
流
に
加
え
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
に

あ
る
「
北
ミ
シ
ガ
ン
大
学
」
へ
東
近
江

市
か
ら
毎
年
姉
妹
都
市
奨
学
生
と
し
て

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

39
人
目
の
姉
妹
都
市
奨
学
生
と
し
て

令
和
元
年
５
月
ま
で
約
10
カ
月
間
留
学

し
て
い
た
村
田
健
斗
さ
ん（
三
津
屋
町
）

は
、「
留
学
中
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
の

皆
さ
ん
か
ら
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
い

た
だ
き
、
両
市
の
絆
の
深
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
現
地
で
出
会
っ
た
皆
さ
ん
と

の
交
流
は
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
国
際
交
流
に
携
わ
り
た
い
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
市

　
　
友
好
親
善
使
節
団
が
訪
問
　

　
10
月
25
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
の
11

日
間
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
か
ら
友
好
親
善

使
節
団
（
団
長　

ポ
ー
レ
ッ
ト
・
リ
ン

ド
バ
ー
グ
さ
ん
ほ
か
９
人
）
が
東
近
江

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
使
節
団
の
皆
さ
ん
は
、
大

本
山
永
源
寺
や
太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
、

五
個
荘
金
堂
地
域
な
ど
の
名
所
の
見

学
、
書
道
や
着
物
の
着
付
け
な
ど
と

い
っ
た
日
本
文
化
の
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
り
市

民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
交
流
が
始
ま
り
40
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
式
典
と
市
民
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
過
去

の
姉
妹
都
市
奨
学
生
な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ
ん
約
80
人
が

参
加
し
、
今
後
の
両
市
の
友
好
関
係
を

確
か
め
合
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
奥
村
恒
雄
さ
ん
、江
美
さ
ん（
鈴

町
）
ご
夫
妻
は
、「
今
回
で
４
回
目
の

受
け
入
れ
で
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
家

族
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
境
を
越
え
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

マーケット市友好交流副責任者マーケット市友好交流副責任者
ポーレット・ポーレット・

リンドバーグリンドバーグさんさん　　
　私をはじめ、多くのマー
ケット市民が東近江市のこ
とを第二のふるさとと思っ
ています。長年にわたる交
流で育まれた友好の絆を
次世代につないでいけるよ
うに取り組みたいと思って
います。

■
常
徳
市
と
の
交
流

　
　
　
・
友
好
代
表
団
が
訪
問
　

　

常
徳
市
と
は
平
成
６
年
に
友
好
都
市

提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。
友
好
代
表
団

の
相
互
派
遣
を
は
じ
め
と
し
て
、
常
徳

市
か
ら
定
期
的
な
行
政
研
修
生
の
受
け

入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
定
期
的
に
常
徳
市
を
訪
れ
る

な
ど
市
民
交
流
も
盛
ん
に
進
ん
で
い
ま

す
。

　

交
流
が
始
ま
り
25
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
10
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、
常
徳
市
友
好
代
表
団
（
団

長　

涂と

碧へ
き
は波

副
市
長
ほ
か
４
人
）
が
東

近
江
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
教

育
・
文
化
振
興
の
関
係
者
を
中
心
と
す

る
友
好
代
表
団
で
、
船
岡
中
学
校
や
び

わ
こ
学
院
大
学
、
中
野
む
く
の
き
幼
児

園
な
ど
教
育
施
設
を
視
察
し
、
東
近
江

市
の
藤
田
教
育
長
や
各
校
・
園
の
関
係

者
と
教
育
・
文
化
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
涂
団
長
は
、「
学
校
の

時
間
割
や
放
課
後
の
過
ご
し
方
、
施
設

整
備
な
ど
東
近
江
市
の
教
育
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
長
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
経
済
面
で
の
交
流
の

進
展
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

東近江市名誉市民東近江市名誉市民
・初代東近江市長・初代東近江市長

中村功一中村功一さんさん　　
　25年の間に育まれた常
徳市との絆は大変深いもの
です。特に21人の行政研
修生は今も東近江市のこと
をふるさとのように思ってお
り、交流が続いています。
今後、両市の交流がさらに
広がることを期待します。

マーケット市マーケット市４０４０周年、常徳市周年、常徳市２５２５周年周年祝祝 交流交流
開始開始

今後の交流について熱心に議論畳の製作を体験

東近江ロータリークラブ主催のお茶会マーケット市友好親善使節団の皆さんをお出迎え

さまざまな国籍の学生の皆さんと交流
する村田さん（右端）

交流会で歌を披露する友好親善使節団の皆さん

船岡中学校の授業を見学する友好代表団の皆さん


